
第２号様式（第６条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  2025 年 4 月 18 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社塩原製作所 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 塩原 透 

ホームページ URL（任意） http://www.shiobara-sss.jp 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

熱（伝導）問題による全ての工業機械・機器の劣化を抑制し、弊社の掲げる「モノモチ

ヨイ」をモットーに持続可能な世の中を更に促進させる。 

弊社の特許製品である熱伝導ペースト・SCP-3 は、第 36 回大田区中小企業 新製品・

新技術コンクールにて入賞しており、熱が関係する工業用品を今まで以上に長持ち・寿命

改善に付与する。その他の特殊機能性 放熱塗料・吸熱塗料を世の中に広め、熱エネルギ

ーの効率化による CO2 排出を抑制し、大田区発の環境リーディングカンパニーに。 

 

 

 



これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

      

      

    ○ ○ 

     

 

○      

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

11 

塗料は環境汚染となる有害物質を

含まない水性・水系塗料であり環

境にやさしく安心・安全な製品づ

くりに取り組んでいます。 

今後も環境に配慮した、より安心

で安全な製品を作り続けます。 

12 

熱伝導塗料の熱伝導（放熱/吸熱）

を生かし、工業機械・機器の熱劣化

を抑制し、機械や機器をより長持

ち（延命効果）に寄与しています。 

塗料の認知度が低い為、今後は PR

活動に努め、より多くの工場・機器

等で活用して頂き、廃棄ライフサ

イクルが延びるよう努めます。 

13 

熱伝導塗料を使用する事で、熱伝

導エネルギー（放熱/吸熱）の効率

UP が可能に。湯沸かし時等の

CO2 排出削減に取り組んでいま

す。 

塗料の認知度が低い為、今後は PR

活動に努め、より多くの人々に有

効性を知ってもらい、活用（CO2削

減）して頂くよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


